
2025 年度地震研究所特任研究員の公募について 
 

2025 年度採用の地震研究所特任研究員を下記のように公募します。関係する方々にも広くお知ら

せくださるようにお願いいたします。 
 

記 

1. 職名および人数：特任研究員（特定有期雇用教職員）若干名 ただし女性を 1 名以上採用する 
2. 研究テーマ：別紙「研究テーマ一覧」に記載のいずかのテーマを対象とする 
3. 応募資格：着任時に博士の学位を有する者 
4. 契約期間：2025 年 4 月 1 日以降の着任可能な日〜2026 年 3 月 31 日 
5. 更新の有無：更新する場合があり得る。更新する場合には 1 年ごとに行う。更新は予算の状

況・従事している業務の進捗状況・契約期間満了時の業務量・勤務成績・勤務態度・健康状況

等を考慮のうえ判断する。ただし、更新回数は 1 回とし、在職できる期間は 2027 年 3 月 31 日

を限度とする。 
6. 試用期間：採用された日から 6 ヶ月間 
7. 就業場所：地震研究所（東京都文京区弥生 1-1-1） 
8. 就業時間：専門業務型裁量労働制により 1 日 7 時間 45 分勤務したものとみなされる。 
9. 休日：土・日・祝日・年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
10. 休暇：年次有給休暇・特別休暇等 
11. 賃金等：年俸制を適用し、業績・成果手当を含め月額 43 万円（予定）・通勤手当（原則 55,000

円まで） 
12. 加入保険：文部科学省共済組合・雇用保険に加入 
13. 選考方法：原則として書類選考とするが、面接を行うこともある。 
14. 提出書類： 

(1) 履歴書（東京大学統一書式 https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html よりダウンロード

のうえ使用してください。記入例は「参考例 2（理系教員）」を参照してください。） 
(2) 研究業績リスト（査読有りと査読なしに分類） 
(3) 主要論文の別刷り 3 編（学位論文は要旨のみ）、コピー可 
(4) 研究歴（A4 用紙 2 枚以内） 
(5) 採用後の研究計画（A4 用紙 2 枚以内）、応募する研究テーマを明記すること 
 応募する研究テーマの担当教員と応募前に研究計画について十分に相談して計画をたて

ること。担当教員の連絡先は別紙「研究テーマ一覧」を参照。 
 応募時点で東京大学地震研究所に在籍している者（院生等）は、本研究所での研究活動

の必要性も記載すること。 
(6) 応募者について意見を伺える方 1〜2 名の氏名および連絡先 

15. 応募締切：2024 年 11 月 25 日（月）午後 5 時必着 
16. 応募書類提出方法 

(1) 件名を「地震研究所特任研究員 応募」としたメールを下記の庶務チーム（人事担当）まで

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html


送付してください。担当から書類送付先フォルダの URL を連絡します。 
東京大学地震研究所庶務チーム（人事担当） 
電子メール：jinji%eri.u-tokyo.ac.jp（%を@に置き換えてください） 
電話：03-5841-8789 

(2) 応募期限までに応募書類一式を所定のフォルダにアップロードしてください。 
17. 募集者名称：国立大学法人東京大学 
18. 公募についての問い合わせ先： 

日本列島モニタリング研究センター 青木 陽介 
 電子メール：yaoki%eri.u-tokyo.ac.jp（%を@に置き換えてください） 
 電話：03-5841-8283 

19. 受動喫煙防止措置の状況：敷地内禁煙（屋外に喫煙場所あり） 
20. その他 

 取得した個人情報は本人事選考以外の目的には使用しません。 
 「東京大学男女共同参画加速のための宣言（2009.3.3）」に基づき、女性の積極的な応

募を歓迎します。 
 外為法の定めにより、採用時点で海外との兼業や外国政府等からの多額の収入がある

場合、研究上の技術の共有が制限され、本学教職員としての職務の達成が困難になる

可能性があります。このような場合、兼業等については本学における研究上の技術の

共有に支障のない範囲に留める必要があります。 

  



別紙 

研究テーマ一覧 

提出書類 5 の「応募する研究テーマ」については以下一覧から選択してください。 

No. 研究テーマ 内容 担当教員（連絡先電子

メールアドレス：%を

@に置き換えてくださ

い） 

1 地球内部レオロジー 地殻およびマントルレオロジーに関する

実験的研究を行う者。 
平賀岳彦

（hiraga%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

2 火山現象のモデリン

グ研究 
マグマの発生や気泡・結晶成長、噴煙・

溶岩の噴出など火山現象を解析的もしく

は数値的手法を用いモデリングする研究

者を募集する。特に、新たなモデルや数

値計算法の開発にチャレンジすることを

求める。大規模シミュレーションのため

の大型計算機環境を提供する。 

鈴木雄治郎

（yujiro%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

3 先進的データ解析に

よる地球電磁気学的

現象の解明 

地震研究所では電気比抵抗や磁化などの

電磁気構造の決定やその時間変化の検出

を目指し、MT 法など様々な電磁気観測

を継続している。しかし、都市部に近く

人工ノイズの影響が大きい観測点のデー

タを解析する際はノイズの影響を効果的

に低減できる手法を用いる必要がある。

先進的な解析技術を駆使することによっ

て電磁気観測データから地下物質の状

態・動態を明らかにする上で重要な情報

を抽出できるような人材を雇用したい。 

上嶋 誠、臼井嘉哉

（yusui%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

4 1 日以下の短い時間

スケールにおける断

層すべりのダイナミ

クス 

本課題では、数百秒から数日以下の時間

帯域における断層すべりの断層すべり過

程を、高サンプリング GNSS や通常地

震・スロー地震活動の解析を通じて解明

することで、断層すべりと固着の間の遷

移過程に関する観測知見を得ることを目

指す。できれば GNSS、少なくとも測地

データ解析の経験がある者の応募が望ま

しいが、そうでない場合も、地震活動や

伊東優治・青木陽介・

福田淳一・加藤愛太郎

（yitoh%eri.u-
tokyo.ac.jp） 



スロー地震活動の解析に精通している者

の応募も歓迎する。 

5 建物応答観測記録を

用いた建物の非線形

挙動把握に関する研

究 

地震時の建物の強震観測記録を用いて建

物の被災度を即時に判定する技術を確立

するため、新しい動的応答評価方法であ

る等価線形化法および連続型および離散

型の Wavelet 変換などの時間周波数解析

手法に熟知しており、それらを用いて観

測記録から有効な振動数成分を取り出す

方法の研究を実施できる能力を有するも

の 

楠 浩一・毎田悠承・

鶴岡 弘
（kusunoki%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

6 津波研究 海域で発生する地震・火山噴火・地すべ

りを起源の津波を研究すると共に、大気

波動に駆動される津波、人工衛星合成開

口画像を用いた津波研究、津波干渉法を

用いた海流計測など、多様な地球観測観

測データを用いた、津波研究分野に革新

をもたらす、新たな研究を実施する。 

綿田辰吾・三反畑修

（watada%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

7 環境地震学: 地震学

的手法による地球・

火星の表層現象の解

明 

近年地震波形データだけでなく、水圧・

気圧のデータも爆発的に増加し、大気海

洋現象起源の地震動が注目されている。

本研究グループでは、大気中及び地球・

惑星表面プロセス (氷床運動・大気海洋

現象・地滑り・地下水変動など)を地震

学的手法によって解明する環境地震学の

創成を目指している。本課題では、地

球・火星で観測された大気・海洋起源の

地震波を解析し、その励起メカニズムの

解明を目的としている。 

西田 究
（knishida%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

8 歴史資料の収集・デ

ータ化による機器観

測開始以前の地震・

火山噴火の分析 

地震研究所および地震火山史料連携研究

機構では、日本各地に残る歴史資料の収

集・データ化とそれらを利用した機器観

測開始以前の地震・火山噴火の分析を行

っている。歴史資料の収集・分析や、歴

史上の地震活動の解析などに取り組む研

究者を募集する。 

加納靖之

（ykano%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

9 長期的研究継続性視

点での蓄積されてい

地震研究所では先進的オフライン海底地

震観測を長年実施しており、非公開の試

塩原 肇・一瀬建日

（shio%eri.u-



る海底地震観測デー

タの新たな解析 
験観測のも含めて膨大な観測データが蓄

積されている。これらを新たな切り口で

解析する研究者を募集する。その際、本

研究分野が今後長期に研究継続できるよ

うな人材育成の観点から、これらの観測

データがどの様に取得されているのかを

積極的に理解し、実際の海底地震観測の

実施にも観測機器の準備段階から携わる

ことも必要条件とする。 

tokyo.ac.jp） 

10 衛星測地データを用

いたトルコの地殻変

動 

トルコはユーラシア・アラビア・アフリ

カプレートが交わる地点にあり、プレー

ト境界である北アナトリア・東アナトリ

ア断層では大地震が発生してきた。我々

のグループでは GNSS や合成開口レーダ

ーといった衛星測地技術を用いてプレー

ト境界での応力蓄積過程・大地震による

地殻変動やその余効変動を研究し、応力

擾乱に対するプレート境界域の地殻・上

部マントルの応答について考察する研究

者を募集する。 

青木陽介・加藤愛太郎

（yaoki%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

11 地震発生物理学 地震発生サイクルシミュレーションや動

的破壊シミュレーションを用いて、断層

形状、摩擦則、流体、媒質の非弾性など

の要素が、断層滑りのダイナミクスに与

える影響を調べる。 

小澤 創
（sozawa%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

12 素粒子を用いた地球

物理学研究 
素粒子を用いた地球物理学研究(下記の

研究課題のいずれか)の推進に貢献でき

る研究者を募集する。 １．ミュオグラ

フィーによる構造探査(火山または断層) 
２．ニュートリノを用いた地球深部の構

造探査 ３．宇宙線に含まれる電子・陽

電子・ガンマ線を用いた浅部構造探査 

田中宏幸・武多昭道・

宮本成悟（ht%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

13 P 波前地震重力信号

を用いた緊急地震速

報の研究 

地震発生時に光速で伝播する重力場変動

を検知することで、従来よりも早期に地

震警報を発信することが可能になる。こ

の実現のためには、リアルタイムでの信

号解析が不可欠である。本研究では、重

力変動検知による地震速報の社会実装を

亀 伸樹（kame%eri.u-
tokyo.ac.jp） 



目指し、現在進行中の高感度重力勾配計

の開発と、2 年後に予定されている測定

実験の開始を見据えて、理論重力波形モ

デルの確立および重力場変動観測のデー

タ解析手法の開発を進める。 

14 リアルタイム地震学

分野 
日本全国の地震火山の観測データがリア

ルタイムに地震研究所へ収集されてい

る。また海外の観測データもインターネ

ットを使って容易に入手することが可能

となっている。本分野では、それらのデ

ータを用いて地震活動や火山活動などを

リアルタイム解析する手法の開発を行

い、開発した手法を用いて地震火山現象

に関する解析を行う。必要に応じて、リ

アルタイムデータ集配信システムの開発

や新たな観測を行うことも可能である。 

鶴岡 宏・中川茂樹

（tsuru%eri.u-
tokyo.ac.jp） 

 

  



Call for 2025 Postdoctoral Fellow (ERI Project Researchers) 
at Earthquake Research Institute, The University of Tokyo 

 
1. Title and Number of Positions: Up to three Project Researcher (Postdoc) positions with one or more 

females 
2. Research Topics: See the table at the end of this document.  
3. Qualification: A PhD degree is required by the start of the employment.  
4. Terms of Employment:  

 Starting date: 1 April 2025 or the earliest convenient date  
 The first contract will end on 31 March 2026. The contract is renewable annually up to 31 

March 2027.  
5. Renewal of Contract 

The contract may be renewed only once. The renewal is done annually and will be based on the 
budget, progress of the assigned duties, the amount of work, overall work performance, health 
conditions, and other factors. The contract cannot be extended beyond 31 March 2027.  

6. Probabion Period 
6 months from the date of employment  

7. Place of work  
Earthquake Research Institute, The University of Tokyo  
1-1-1 Yayoi, Bunkyo-ku, Tokyo 113-0032, Japan.  

8. Work hours  
A discretionary work system for professional work applies and working hours are deemed as 7 hours 
45 minutes per day.  

9. Days Off  
Saturdays, Sundays, National Holidays, and Year-end Holidays (29 December to 3 January)  

10. Leaves  
Annual paid leave and special leave are available.  

11. Salary and benefits  
The annual salary system applies. The monthly salary is around 430,000 JPY, including 
Performance/Achievement allowance. Commuting allowance (up to 55,000 JPY per month) if the 
payment condition allows.  

12. Insurance  
The successful applicants will be automatically enrolled in the insurance from the Mutual Aid 
Association of MEXT (Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology) and 
Employment Insurance.  

13. Selection Process  
Selection is based on application materials. Interviews may be conducted if necessary.  

14. Application documents  



(1) Curriculum Vitae (The University of Tokyo Standard Resumé Format is available at 
https://www.u-tokyo.ac.jp/en/about/jobs.html) 

(2) List of Publications (Classify as refereed or unrefereed)  
(3) Reprints of three representative publications  
(4) Summary of Research Achievement (400—700 words)  
(5) Research Plan (400—700 words). Select the research topic from Table 1.  
 The applicant must discuss the research plan with the potential advisor (Table 1) before the 

application  
 The applicant who is with ERI at the time of the application should also need to describe the 

need for continuing research at ERI.  
(6)  Names and contact information of two people who can provide reference letters  

15. Application Deadline: 25 November 2024 at 5:00 pm (JST) 
16. Application Process  

(1) Send an email with the subject “Application of ERI Research Fellow” to the Personnel Affairs 
Section in General Affairs Team of ERI (jinji%eri.u-tokyo.ac.jp) (Replace % with @).  

(2) You will be informed a URL where the applicant will upload the application.  
(3) Upload the application before the deadline.  

17. Name of Recruiter: The University of Tokyo  
18. Contact for inquiries:  

Assoc. Prof. AOKI Yosuke (Email: yaoki%eri.u-tokyo.ac.jp) (Replace % with @)  
19. Status to measures to prevent second-hand smoke 

No smoking on campus except for designated smoking areas outdoor  
20. Miscellaneous 

 Personal information received through this application process will not be used for other 
purposes.  

 The University of Tokyo is committed to gender equality and encourages applications from all 
qualified candidates regardless of gender  

 If you are personally in contract with foreign governmental bodies, corporations or universities, 
or you are in receipt of a large benefit (financial or any other form) from foreign governmental 
bodies during the period of your employment, the provisions of the Foreign Exchange and 
Foreign Trade Act (FEFTA) may prohibit or restrict the sharing of technology that are 
designated as controlled technology possibly making it difficult for you to fulfill your duties as 
an academic or administrative staff of the university as a result. Therefore, in such cases, it is 
necessary to keep such contracts/benefits within the scope where it does not hinder the sharing 
of technologies necessary for your duties by the university.  

  

https://www.u-tokyo.ac.jp/en/about/jobs.html


Table 1: Research Topics. Select the research topic for the application from below.  
No.  Research Topic Work description Project member 

(Email: Replace % 
with @) 

1 Mineral and rock physics Experimental studies on high 
temperature mechanical properties 
of crustal and mantle minerals 

HIRAGA Takehiko 
(hiraga%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

2 Modeling of volcanic 
phenomena 

We are seeking a researcher to 
model volcanic processes such as 
magma generation, bubble and 
crystal growth, and the ejection of 
volcanic clouds and lava using 
analytical or numerical methods. 
The successful candidate will be 
expected to take on the challenge of 
developing new models and 
improving numerical techniques. 
Access to a state-of-the-art super-
computing system for large-scale 
simulations will be provided to 
support this research. This position 
offers an excellent opportunity for 
researchers interested in advancing 
our understanding of volcanic 
phenomena through innovative 
computational approaches. 

SUZUKI Yujiro 
(yujiro%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

3 Subdaily fault slip dynamics A postdoctoral researcher in this 
position will lead a project on the 
dynamics of fault slip in the 
subdaily time scale spanning 
hundreds of seconds to a few days 
through the analysis of subdaily 
GNSS and ordinary and slow 
earthquake activities to gain 
observational insights into transient 
processes between fault locking and 
slip. We welcome applications from 
experienced researchers of geodetic 

ITOH Yuji, AOKI 
Yosuke, FUKUDA 
Junichi, and KATO 
Aitaro (yitoh%eri.u-
tokyo.ac.jp) 



data analysis, in particular, but not 
limited to GNSS processing. We 
also welcome those with a solid 
background in analyzing ordinary 
and slow earthquake activities if 
they do not have experience in 
geodetic data analysis. 

4 Research on the dynamic 
building response evaluation 
based on the monitored data 

In order to establish technology to 
evaluate the damage level of 
buildings using earthquake 
monitoring records of buildings 
during earthquakes, researcher must 
be familiar with time-frequency 
analysis methods such as the 
equivalent linearization method, 
which is a new dynamic response 
evaluation method, and continuous 
and discrete wavelet transforms, 
and have the ability to use these 
methods to conduct research into 
methods to extract effective 
frequency components from 
monintored records. 

KUSUNOKI Koichi, 
MAIDA Yusuke, and 
TSURUOKA Hiroshi 
(kusunoki%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

5 Tsunami related research In addition to the conventional 
studies of tsunamis originated from 
earthquakes, volcanic eruptions, 
and landslide, we aim at new 
research that bring innovation to the 
field of tsunami studies by using 
various Earth observation data, such 
as, but not limited to, tsunami 
generation mechanism by 
atmospheric waves, detection and 
quantification of tsunamis in 
satellite SAR imagery, or ocean 
current measurements by tsunami 
interferometry. 

WATADA Shingo and 
SANDANBATA 
Osamu (watada%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

6 Environmental Seismology: Recently, not only seismic NISHIDA Kiwamu 



Seismological Approach to 
Surface Phenomena on Earth 
and Mars 

waveform data but also ocean 
bottom and atmospheric pressure 
data have increased dramatically, 
and seismic ground motions excited 
by environment phenomena have 
been focused. Our group aims to 
establish an environmental 
seismology to elucidate Earth/Mars 
surface processes (such as 
cryospheric, atmospheric, and 
oceanic phenomena, landslides, and 
groundwater changes) by 
seismological techniques. 

(knishida%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

7 Evaluation of Historical 
Seismicity and Volcanic 
Activity Using Historical 
Materials 

ERI and Collaborative Research 
Organization for Historical 
Materials on Earthquakes and 
Volcanoes has been correcting 
historical records in Japan and 
constructing databases on historical 
earthquakes and volcanic eruptions. 
Successful applicants will work on 
correction of historical materials 
and analyses on historical 
seismicity and volcanic activity. 

KANO Yasuyuki 
(ykano%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

8 New analysis of accumulated 
ocean bottom seismic data 
from a long-term research 
continuity perspective 

The Earthquake Research Institute 
has been carrying out advanced 
offline ocean bottom seismic 
observations for many years and 
has accumulated a vast amount of 
observation data, including test 
observations that are not open to the 
public. We are looking for 
researchers to analyze these data 
from a new point of view. The 
successful candidate will be 
required to actively understand how 
these data are obtained and to be 
involved in the actual ocean bottom 

SHIOBARA Hajime 
and ISSE Takehi 
(shio%eri.u-
tokyo.ac.jp) 



seismic observations from the 
instrument preparation stage in 
order to develop human resources 
to ensure that this research field can 
continue for a long period of time. 

9 Crustal deformation of 
Türkiye with space geodetic 
techniques 

Türkiye has hosted many large 
earthquakes because it is located on 
Eurasian, Arabian, and African 
plates. Our group seeks a scientist 
who studies crustal deformation in 
Türkiye using space geodetic 
techniques, such as GNSS and 
SAR. The candidate is expected to 
gain insights into the response of 
the crust and upper mantle in 
Türkiye to the interseismic stress 
accumulation, large earthquakes, 
and their postseismic responses. 

AOKI Yosuke and 
KATO Aitaro 
(yaoki%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

10 Modeling of earthquake 
source processes 

We are looking for researchers who 
use earthquake cycle simulations 
and/or dynamic rupture simulations 
to study how fault geometry, 
friction laws, fluids, off-fault 
plasticity, and other processes affect 
the dynamics of earthquakes. 

OZAWA So 
(sozawa%eri.u-
tokyo.ac.jp) 

11 Geophysical research using 
elementary particles 

We are looking for researchers who 
can contribute to the promotion of 
geophysical research using 
elementary particles (one of the 
research topics below). 1. Structural 
exploration by muography 
(volcanoes or faults) 2. Exploring 
the structure of the deep earth using 
neutrinos 3. Shallow structure 
exploration using electrons, 
positrons, and gamma rays 
contained in cosmic rays 

TANAKA Hiroyuki K. 
M, TAKETA 
Akimichi, and 
MIYAMOTO Seigo 
(ht%eri.u-tokyo.ac.jp) 

  


